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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





管内各総合農協において盛大に品評会が開催されました 

東三河農林水産事務所

東三河地域は、全国屈指の農業集積地帯です。特に１月から３月の時期は、キャベツや

洋菜など出荷が盛んになる品目が多く、東三河管内の各総合農協が毎年品評会を開催して

います。これらの秋冬作における農協での品評会の様子を紹介します。

１ 第３９回蒲郡市農林水産まつり品評会 

  蒲郡市農協では、ボートレース蒲郡を会場に、１月 24 日（金）に審査会が開催され、

翌 25 日（土）、26 日（日）の「蒲郡市農林水産まつり」において、一般公開の表彰式が

行われました。この時期は、当地域特産の柑橘類やつまものの小菊などが中心となり、

農林水産まつりでは、品評会で受賞した農産物を始めとした販売会も行われました。 

２ 第２３回豊橋農業協同組合冬季農産物品評会 

  豊橋農協では、地元企業体集合施設であるサイエンスコアにおいて、２月５日（水）

に審査会が行われ、キャベツやトマト、デルフィニウムなどの青果物や花きが出品され

ました。翌６日（木）には、褒賞式が開催され、その後、施設で勤務している人などに

対して、出品農産物の頒布会が行われました。 

３ 第２１回田原市・ＪＡ愛知みなみ園芸農産物総合品評会 

  愛知みなみ農協では、田原市総合体育館において、２月

21 日（金）に審査会、翌 22 日（土）に表彰式が行われた

後に、「ＪＡ愛知みなみＴＡＨＡＲＡぐるっとフェスタ」と

題して出品物の展示を行い、家族連れなど多くの市民が訪

れました。フェスタでは農産物の販売会も開催され、販売

が盛況に行われました。 

４ ひまわり農業協同組合農産物品評会 

  ひまわり農協では、農産物品評会に併せて、一般向けの

農産物祭りを開催しています。本年は、豊川市総合体育館

において、３月６日（金）に審査会、翌７日（土）に表彰

式及び市民祭りを行い、盛大に一般開放する予定でしたが、

新型コロナウィルスの感染拡大防止に伴う一連の行事自粛

の影響での開催を見送ることとなりました。 

東三河農林水産事務所では、これらの催しに対して、農業改良普及課と農政課で審査員

（農業改良普及課長が審査委員長）を務めたほか、農林水産事務所長などが知事賞を始め

とするプレゼンターを行いました。これらの行事は生産者の意欲向上は勿論のこと、市民

祭りなどと同時開催することで、農協と市がタッグを組んで秀逸な農産物を地元の消費者

にわかりやすくＰＲする取組として効果的だと感じました。 

田原市会場の様子 
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静岡・愛知洋菜合同品質検討会および食味試験について

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

２月４日（火）、大田市場内会議室において、静岡県京浜地区野菜流通協議会、京浜市場

愛知県野菜連絡会洋菜研究会合同による洋菜品質検討会が開催され、会員である両県主要

取引市場、各ＪＡ(産地)、両経済連、愛知県東京事務所の関係者が参加しました。

市場内より引き上げた両県各産地と競合産地のサンプルの品質調査結果を基に、各産地

からの生育状況、出荷進度などを交え、今後の販売に向け各産地と意見交換を行いました。

また今年度は、新たな取組として「愛知県、静岡県産の差別化を意識する」ことを念頭に、

同一調理法（大きさ、加熱方法）での試食・食味比較を実施しましたので、品質検討会の

概要と併せてご紹介します。

１ 静岡・愛知洋菜合同品質検討会

毎年、冬のシーズンに実施する本県野菜研究会と静岡県協議会との合同品質検討会は、

平成16年度より行われ、今年で16回目の開催となります。両県に共通して京浜市場への

入荷実績があるブロッコリー、カリフラワー、レタス、リーフレタス、グリーンリーフ、

セルリーの６品目について、重量、揃い、色沢、病害虫等の項目を、両県の野菜研究会

と協議会会員である主要取引先市場の流通担当者の目で調査・評価します（表１）。

品質調査を実施した後は、

産地も交え結果の検討を行い、

検討会に参加した産地へ入荷

物（サンプル）に対する意見

や課題を投げかけます。また、

産地側は生育状況や今後の出

荷計画、市場への意見などを

提示することで、今後の有利

販売や取組に繋がるよう意見

交換がなされます。

品質調査風景

表１ 品質検討会調査表（例：ブロッコリー）
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２ ブロッコリー食味調査

ブロッコリーの食味調査は、16年目となる本

検討会の活性化と両県産地のセールスポイント

を見直す（愛知、静岡産の差別化を意識する）

切っ掛けとして発案されました。初回となる本

年は、新興産地の参入により市場到着時の状態

が多様化 していると考えられるブロッコリー※１

に着目し、同一調理法 による食味試験を実施※２

しました。

サンプルは愛知２産地、静岡１産地のほか、

九州２産地、四国１産地、関東近在１産地、海外１産地の荷で、当日の朝に市場に到着

したものを用い、品質調査と同様に産地名を伏した形で行われました。調査項目には、

「見た目」「匂い」「歯応え」「総合(味)」の４項目を設け、評価・点数化しました。

※１：氷詰め、発泡スチロール、出荷調整の導入により、入荷時点での「収穫からの経過日数」や「流通時の品温」

「品種」などが異なる。

※２：①同じ大きさに切り分ける。

②底面に水を張った深皿に「①」を入れ、ラップをかけ電子レンジ（600W）で３分30秒加熱。

③加熱後にボールに移し、室温で食味まで２時間ほど冷ます。

３ 食味結果

発泡スチロールと氷詰めを行う産地Ａが

最も高い総合評価となり、次いでダンボー

ルと鮮度保持フィルムを使うＧ、Ｅ、Ｄが

続きました。（表２）

産地Ａが高評価でしたが、同じ出荷形態

のＨ、Ｃは各々５位、８位で、出荷形態に

よる食味の有意性は確認できませんでした。

また今回のレンジ調理では、輸入品の産

地Ｈは、加熱直後の「好ましくない香り」

が強く、冷めると気にならない程度に薄ま

りました。この「匂い」はＡの加熱不足(３

分30秒未満の中途半端な加熱)の状態でも感

じられました。 ※●は長期輸送

４ 差別化を意識するにあたり

今回のレンジ加熱調理から冷ました状態での食味試験では、「匂い」の差が小さくな

る結果となりましたが、「匂い」は子供のブロッコリー嫌いの理由にもなっています。

輸入品など長い輸送期間等で鮮度が落ちたものを暖かい状態で食べさせる際には、産地

や流通、小売からも注意や配慮が必要と感じられます。

一般にブロッコリーの加熱には茹でる調理法がとられますが、今回は時間や会場の都

合上、電子レンジを利用しました。市場に到着した時点での品質・状態、品種、産地等

により各々に適した調理法、出し方、料理があると考えられ、消費者や小売へのＰＲに

はそれらを伝えることも大きなセールスポイントになると考えられます。

今後、研究会では、食味試験を始めとした両県洋菜産地の「差別化を意識する」取組

を連携・支援していく予定です。

食味試験サンプル

表２ 食味試験結果および各荷の状態
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県産農林水産物を扱う飲食店・小売店における多言語表記の取組について 

食育消費流通課

近年、日本を訪れる外国人旅行者が増加しており、訪日の目的として、ショッピングや

日本食を食べることに高い関心が寄せられています。本県では、県産農林水産物のインバ

ウンド需要の拡大に向けて、県産農林水産物を扱う飲食店・小売店等を対象に、メニュー

の多言語化等のインバウンド対応への支援を試験的に実施しました。 

１ 実施方法 

 2019 年 11 月から 2020

年１月の期間、メニュー

と店舗情報を４言語（英

語、簡体字、繁体字、タ

イ語）に翻訳し、県が本

年度新たに製作したイン

バウンド向け WEB サイト

に掲載しました（表１）。 

店舗には、翻訳したメニューのＷＥＢページのＱＲコードを掲示し、来店した外国人

に翻訳メニューを活用してもらいました。 

２ 実施結果 

  どの店舗でも、近年外国人の訪問が増えていると感じていましたが、外国語での接客

に不安があり、顧客として積極的に外国人を取り込めていない状態にありました。 

  今回の取組で、店舗からは、「店の前で入店を迷っている外国人にボディランゲージ

で接客をしながらＱＲコードを提示することで店に迎え入れることができた」、「店舗を

訪問した外国人にＱＲコードを提示することでスムーズな注文につながった」、「外国人

観光客に多言語のメニューがあると認知してもらえ、リピート訪問につながった」等の

声が聞かれました。また、外国人客からは「日本語以外のメニューがあるのはとても助

かった」という声がありました。 

  今回の取組結果を基に、さらに多くのインバウンドに県産農林水産物を楽しんでもら

えるよう、今後もインバウンド対策支援を行っていきます。 

対象店舗 分野 メニュー 

THREE PLACE 

（スリープレイス） 
飲食店 

・渥美産茶卵を使用した卵かけご飯 

・三河牛と三河豚のハンバーグ 等 

Ｍｉｌｋｓ（ミルクス） 飲食店 ・西尾産チーズを使用した料理 等 

ピピッと！あいち 小売店 
・愛知県産農林水産物 

・愛知県産加工食品 等 

表１ 支援実施店舗の情報 

店舗における多言語表記ＱＲコードの掲示の様子 

■インバウンド向け愛知県ＷＥＢサイトトップページ      https://www.aichi-food.info/

□THREE PLACE メニュー             https://www.aichi-food.info/threeplace/

□Milks メニュー                   https://www.aichi-food.info/milks/

□ピピッと！あいちメニュー         https://www.aichi-food.info/japan/pipitto/
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花き流通情報連絡協議会の活動 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

花き流通情報連絡協議会（以下、花き協）は、東京において花きを取り扱う道県、農業

団体の事務所及び生花卸売会社によって組織された団体です。現在 18 道県の 24 組織及び

６卸売会社で構成され、花き生産や流通の情報収集等、様々な活動を行っています。 

１ 情報交換会の実施

  花き協では、各道県が作成した主要品目の

作柄や出荷見込み等の産地情報を共有して

いるほか、各市場が翌月動向などを情報提供

しており、全国の産地情勢や今後の市場展望

を把握するための情報収集の場となってい

ます。また、盆や彼岸、年末年始といった物

日の際は、その前月に情報交換会を実施し、

動向を確認しあっています。 

２ 消費宣伝活動 

  花き協では、首都圏における消費宣伝活動

にも取り組んでいます。本年度は、11 月２日

（土）～３日（日）にかけて東京駅近くの丸

の内仲通りで開催された「ジャパンハーヴェ

スト 2019」に出展し、各県の花の展示とＰＲ

などを行いました。 

今回の会場では、花贈り・花文化の普及や

花キューピット事業に取り組む一般社団法

人 JFTD がワークショップを開催したことも

あり、多くの来場者に花きをＰＲできました。 

３ 視察研修会 

  構成員の見識を広めるための視察研修会

では、本年度２月３日（月）～４日（火）に

かけて、熊本県内のカスミソウ・輪ぎく・ト

ルコギキョウ等の産地を視察しました。 

また、ＪＡグループくまもと花き部会が行

う品目別の専門部会の活動について説明を

受け、同県の栽培技術や販売対策などを学び

ました。 

花き協では、このように各産地の情勢や流通動向を学ぶとともに、花きの消費宣伝活動

に取り組むなど、様々な切り口から花きに関する取組を行っています。 

ジャパンハーヴェスト 2019 での花材展示 

視察研修会の風景 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：チンゲンサイ）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

元年実績 １，１０４ ５１４ ２８４ ２５０ 静岡（４８％）
(４７％) 茨城（ ４％）

長野（ １％）
２年見通し １，１００ － ２６０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知、静岡ともに生育状況は順調。暖か 現在は順調な入荷状況となっているが、日
い気候もあり、生育は前進気味で３月下旬 によって入荷量の増減が大きいことがある。
の入荷はやや落ち着いている。元々の安値 天候等の問題もあると思われるが、日量較差
傾向に加え、学校の休校で給食需要がなく の少ない出荷をお願いしたい。また、学校給
なり消費が落ちているが、他の葉物野菜が 食がある時期は、週明けに給食向けの注文が
品薄なこともあり、引き合いはある。今後 増える傾向にあるため、ご留意願いたい。
は天気と新型コロナウィルスの状況次第だ 本年は、暖冬の影響か株が大きく育って箱
が、学校給食の再開など例年の情勢であれ 内に収まりきらず、荷詰めした際に葉先が箱
ば、４月下旬頃には価格も上向くか。 に押されることで、葉の傷みが目立つ傾向に

入荷量は前年並で、価格は前年をかなり あるので、ご注意願いたい。
下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：さやえんどう）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

元年実績 １，３０１ ２９１ １，０８６ １，２０３ 鹿児島（２１％）
(２２％) 長崎 （１５％）

福島 （ ９％）
２年見通し １，３００ － １，２００ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産のほか、鹿児島、長崎などからの きぬさやえんどうでは、競合産地と比較し
入荷となる。暖冬の影響で生育が前進し、 て高品質の愛知県産紅姫は顧客からの強い信
年内、年明けと潤沢な入荷となった。その 頼を得ている。今後も出荷量、作付け、品質
あおりを受けここへ来て品薄気味となり、 の維持をお願いしたい。
高値傾向となっている。作付面積等の増減 スナップエンドウでは、きぬさやえんどう
の情報はないことから、今後の入荷見通し 同様、高い品質が信頼を得ている。顧客から
は大きな山もなく、単価は堅調に推移する の要望としては、作付面積の維持と安定した
と予想される。 供給をお願いしたい。

入荷量は前年並となり、単価は前年をか
なり上回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の４月の見通し

３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ３２，７９１ 242 269 257 愛知 26%
２８年 ３３，８３４ 250 246 233 北海道 14%
２９年 ３２，７７５ 253 241 220 鹿児島 10%
３０年 ３２，４４４ 213 210 204 茨城 9%
３１年 ３５，７８１ 226 225 201 徳島 7%

５ ヵ 年 平 均 ３３，５２５ － － －

２ 年 見 通 し ３４，２００ － － －

２７年 １，９８０ 116 131 131 千葉 47%
２８年 ２，０５８ 125 113 94 愛知 36%
２９年 １，７３３ 120 102 96 鹿児島 11%
３０年 １，８８２ 84 89 93 静岡 3%
３１年 ２，１８６ 96 111 75 香川 2%

５ ヵ 年 平 均 １，９６８ 108 110 97

２ 年 見 通 し ２，０００ 90 100 95

２７年 ２，２３８ 127 161 144 徳島 96%
２８年 １，８３９ 152 173 192 長崎 2%
２９年 １，８９６ 185 187 149 千葉 1%
３０年 １，５３２ 231 231 239 熊本 1%
３１年 ２，３２１ 109 127 128 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，９６５ 155 171 165

２ 年 見 通 し ２，２００ 140 140 140

に

ん

じ

ん

１４６
１７４
１７３
２３４
１２２

　ほぼ全量が徳島からの入荷となる。徳島
は天候にも恵まれて生育良好。大玉傾向と
出荷の前倒しで大幅な入荷増となった前年
に近い形の出回りが予想される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年をかなり上回るが、平年よりは
安値となるか。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、愛知を中心に入荷する。各産地と
も生育順調で、概ね平年並の入荷見込み。
愛知はやや前進しており、中旬頃から増量
する予想で潤沢な入荷となるか。栽培面積
は高齢化等により微減している。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

１６５

　愛知、北海道などから入荷する。温暖な
気候が続き、前進傾向の品目が多い。品目
によっては、品質低下や切り上がり時期の
前進も予想される。安値傾向は新型コロナ
より潤沢な入荷によるところが大きいか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３３

２１４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１２４
１０８
１０４

８６
９２

１０３  前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２５９
２４２
２３９
２０９
２１７

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 １２７，９３３ 266 288 295 茨城 15%
２８年 １３１，７６９ 272 267 264 千葉 15%
２９年 １２９，５４４ 275 260 245 愛知 8%
３０年 １２５，１９１ 223 229 227 北海道 7%
３１年 １２８，９２１ 245 253 226 神奈川 6%

５ ヵ 年 平 均 １２８，６７２ － － －

２ 年 見 通 し １２９，０００ － － －

２７年 １１，０６６ 110 127 125 千葉 77%
２８年 １０，８０５ 113 110 91 茨城 11%
２９年 １１，３７５ 108 90 84 神奈川 8%
３０年 １０，４９４ 73 86 91 福岡 1%
３１年 ９，９８２ 93 112 81 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 １０，７４４ 100 105 95

２ 年 見 通 し １０，０００ 80 80 80

２７年 ７，７２６ 117 150 149 徳島 85%
２８年 ７，３１３ 134 159 189 静岡 3%
２９年 ８，３５０ 175 183 148 千葉 3%
３０年 ６，６４０ 210 213 220 北海道 1%
３１年 ７，８４４ 108 127 128 中国 1%

５ ヵ 年 平 均 ７，５７５ 148 165 165

２ 年 見 通 し ７，８００ 140 140 110

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

に

ん

じ

ん

１４１
１６３
１６８
２１４

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　茨城、千葉など関東産のほか、北海道、
愛知からの入荷が中心となる。暖冬の影響
で多くの品目で前倒しが進むも、後続産地
も前進するため極端な端境は見られない。
十分な数量が出回り相場は軟化する。
　入荷量、価格はともに前年並となる見込
み。

　千葉を中心に茨城、神奈川からの入荷と
なる。適度な高温と降雨により前進化した
神奈川は残量が少ないと見積もられるも、
肥大良好な千葉や後続産地の入荷が順調に
進むと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

８３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１３０

２４２

１２１

１６０

　徳島を中心に静岡、千葉などからの入荷
となる。主力となる徳島では、10月の播種
が少なく11月の播種が多かったことから、
３月に減り込んだ入荷量は増加・回復する
とみられる。
　入荷量は前年並となり、価格は安かった
前年をかなり上回る見込み。

２５６

２４５

 前年及び本年の

１０４
９４

９６

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

１００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２８４
２６７
２６０
２２６

前年主要産地（％）

だ

い

こ

ん

１２１

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 １，８１４ 90 152 153 茨城 66%
２８年 １，７１６ 120 99 92 愛知 11%
２９年 １，６７６ 199 156 101 兵庫 8%
３０年 ２，０４５ 57 68 59 三重 7%
３１年 ２，２３３ 79 88 61 長崎 4%

５ ヵ 年 平 均 １，８９７ 105 110 91

２ 年 見 通 し ２，０００ 70 70 70

２７年 ４，１１２ 103 135 149 愛知 92%
２８年 ３，９６６ 95 113 123 神奈川 4%
２９年 ４，００１ 132 107 101 兵庫 2%
３０年 ３，４４１ 87 103 89 滋賀 1%
３１年 ３，７９７ 93 94 73 三重 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，８６３ 103 111 108

２ 年 見 通 し ３，７００ 90 90 90

２７年 ２４２ 537 600 673 愛知 40%
２８年 ２９７ 523 460 549 岐阜 31%
２９年 ２９３ 450 451 552 茨城 22%
３０年 ２６４ 457 542 537 静岡 4%
３１年 ３４５ 500 510 364 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ２８８ 493 509 524

２ 年 見 通 し ３５０ 500 500 500

４７１
５０９
４４９

５００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７０

キ

ャ

ベ

ツ

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、岐阜、茨城を中心に入荷する。愛
知は生育が前倒しした影響で、３月下旬か
ら４月上旬は少ないが、中旬以降は潤沢な
入荷を見込む。岐阜も降雪がなかった影響
で、出荷時期が早まる見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

５９４
５０４

は

く

さ

い

１３０
１０１
１５１

６１
７６

１０１

１３２
１０９
１０９

９１
８５

１０６

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知を中心に入荷する。春キャベツが最
盛期を迎え、中旬以降増量する見込み。寒
玉系は３月の気温高と降雨により小玉での
割れが多発しており、本年は切り上がりの
時期が早いとみられる。
　入荷量はわずかに下回り、価格は前年を
やや上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に愛知などから入荷する。茨
城は生育順調で、増量した前年、前々年並
の入荷量を見込む。愛知も順調だが、やや
前倒し気味の生育状況で、暖冬による品質
劣化が懸念される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ５，６１３ 96 147 145 茨城 97%
２８年 ６，０２８ 125 95 80 兵庫 1%
２９年 ６，１５２ 192 148 92 長崎 1%
３０年 ６，６３０ 40 49 50
３１年 ６，３９９ 77 84 58

５ ヵ 年 平 均 ６，１６４ 105 103 83

２ 年 見 通 し ６，２００ 95 70 60

２７年 １８，６０９ 113 134 139 愛知 42%
２８年 １７，５４０ 104 113 126 神奈川 37%
２９年 １９，５６９ 139 115 103 千葉 18%
３０年 １８，９７７ 95 99 76 茨城 1%
３１年 １９，１４８ 90 103 73

５ ヵ 年 平 均 １８，７６９ 108 113 103

２ 年 見 通 し １８，８００ 85 80 75

２７年 １，１５７ 561 673 604 茨城 41%
２８年 １，２６９ 524 482 529 群馬 37%
２９年 １，１４８ 488 470 512 埼玉 10%
３０年 １，０９１ 420 591 475 千葉 5%
３１年 １，２９９ 495 491 311 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 １，１９３ 499 539 483

２ 年 見 通 し １，３００ 530 370 360

 前年及び本年の

４９０
４８８
４２５

５０３

４６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ

う

れ

ん

そ

う

６０９
５１２

キ

ャ

ベ

ツ

１２９

は

く

さ

い

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知、神奈川からの入荷が中心となる。
各産地とも暖冬の影響で生育は前進化して
おり入荷潤沢。愛知は前倒しにより前年よ
り数量を減らし、神奈川は春キャベツの前
進化により数量を増やすと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

　茨城、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。基本的に豊作傾向で潤沢な入荷
が続くが、３月の冷え込みで高値となった
反動と多収性品種への切り替えも重なり、
相場は軟化すると見込まれる。
　入荷量、価格はともに前年並となる見込
み。

８０

１２８
９８

１４１

１１５

９０

１０８

 前年及び本年の

１１８

　茨城からの入荷がほとんどを占める。暖
冬と適度な降雨により前進化している。生
育は良好で、入荷は平年並となるか。ただ
茨城からの入荷に偏るため、今後の天候次
第では端境の懸念が残る。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

９０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７４

９６

７５
 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ７０７ 317 449 449 大分 36%
２８年 ６６６ 404 466 480 愛知 13%
２９年 ６６０ 404 427 415 鳥取 10%
３０年 ６５０ 309 337 391 静岡 8%
３１年 ７１５ 316 362 378 中国 6%

５ ヵ 年 平 均 ６８０ 349 408 422

２ 年 見 通 し ７００ 300 350 400

２７年 １，９５４ 249 306 309 茨城 44%
２８年 １，８８３ 241 228 195 兵庫 37%
２９年 １，７９５ 232 193 194 愛知 6%
３０年 １，７８２ 153 174 154 長野 5%
３１年 １，７０３ 233 227 184 熊本 3%

５ ヵ 年 平 均 １，８２４ 222 227 209

２ 年 見 通 し １，７００ 200 200 200

２７年 １，３７７ 289 548 319 愛知 52%
２８年 １，５６０ 265 285 256 高知 15%
２９年 １，４３０ 261 286 282 宮崎 14%
３０年 １，７９７ 209 207 209 群馬 9%
３１年 ２，０１６ 243 220 202 鹿児島 5%

５ ヵ 年 平 均 １，６３６ 251 296 248

２ 年 見 通 し １，９００ 300 250 200

３９３
４４１

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３５９
２６３
２７６
２０８
２２０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、高知、群馬などから
入荷する。愛知は病害虫も少なく生育良好
で、日照があれば潤沢な入荷となる。他の
産地も気温上昇に伴い安定した入荷を見込
み、中下旬に向けてピークを迎える。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

２５９

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫が中心となり、下旬から長野
の入荷も始まる。各産地ともに暖冬の影響
から前進出荷となる見込み。順調な入荷と
なるが、茨城と兵庫では平年より切り上が
り時期が早まる見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

レ

タ

ス

２８７
２１９
２０４
１６０
２１４

２１８

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、愛知、鳥取などが中心となる。白
ねぎは主要産地の大分が順調で、増量した
前年並の潤沢な入荷を見込む。愛知の普通
ねぎは、作況も悪くなく順調な入荷見込み
だが、作付けは減少傾向となっている。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。

４１１
３４１
３５０

３８７

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ３，６８９ 260 384 344 千葉 40%
２８年 ４，１７６ 378 423 473 埼玉 19%
２９年 ４，１４６ 361 370 356 茨城 15%
３０年 ３，８３０ 283 332 388 栃木 6%
３１年 ４，１７８ 260 321 345 中国 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，００４ 310 366 382

２ 年 見 通 し ４，３００ 300 300 330

２７年 ７，４４９ 247 297 303 茨城 61%
２８年 ７，９９１ 246 220 180 兵庫 16%
２９年 ７，３８１ 220 182 174 群馬 5%
３０年 ７，３２７ 145 159 136 栃木 4%
３１年 ６，８１９ 215 223 158 香川 4%

５ ヵ 年 平 均 ７，３９３ 215 216 191

２ 年 見 通 し ７，０００ 170 170 185

２７年 ６，５９４ 313 506 316 群馬 25%
２８年 ７，７６４ 261 280 251 埼玉 24%
２９年 ６，９１３ 273 286 174 宮崎 14%
３０年 ７，４４６ 225 209 217 千葉 12%
３１年 ７，３３９ 256 235 197 茨城 12%

５ ヵ 年 平 均 ７，２１１ 264 299 230

２ 年 見 通 し ７，２００ 280 260 210

３２９
４２７

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３６５
２６３
２７９
２１７

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２２９

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２６８

　群馬、埼玉など関東産地を中心に宮崎か
らも入荷する。多くの産地が出荷ピークに
入る。一部産地に遅れや病害の発生が散見
されたが、概ね回復しており潤沢な入荷が
見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり上回る見込み。

 前年及び本年の

１７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に兵庫、群馬などから入荷す
る。主力の茨城は暖冬のため出荷ペースが
前進して切り上がりが早まるも、後続産地
も同様に前進化し影響は未知数。天候次第
では下旬以降に端境ができるか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

レ

タ

ス

２８１
２１３
１９２
１４７
１９９

２０７

　千葉、埼玉などからの入荷となる。暖冬
の影響で生育は10日ほどの前進傾向。生育
順調で肥大も良好なため入荷は潤沢。終盤
に入り品質が落ちるも初夏ねぎの出回りが
始まり、価格は持ち直すと見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。

３３０
３０６

３６３

３５２  前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ６９８ 364 411 423 熊本 51%
２８年 ７８５ 384 384 372 愛知 43%
２９年 ６６７ 362 374 369 高知 4%
３０年 ７９３ 345 320 314 宮崎 2%
３１年 ８５１ 339 333 337

５ ヵ 年 平 均 ７５９ 358 362 361

２ 年 見 通 し ８３０ 360 350 340

２７年 １，３６８ 440 423 429 熊本 55%
２８年 １，４６６ 432 416 342 愛知 20%
２９年 １，５４０ 338 326 282 三重 13%
３０年 １，５０２ 307 302 292 岐阜 10%
３１年 １，６１２ 360 322 268 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，４９７ 374 356 320

２ 年 見 通 し １，６００ 350 330 280

２７年 ４６９ 704 703 700 熊本 57%
２８年 ５０３ 790 807 666 愛知 30%
２９年 ５２９ 668 632 574 宮崎 7%
３０年 ５６６ 599 596 582 和歌山 5%
３１年 ６２３ 676 639 568 長野 1%

５ ヵ 年 平 均 ５３８ 684 671 613

２ 年 見 通 し ６００ 630 630 630

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。熊本は作
付面積が増加しており、多かった前年以上
の数量を見込む。愛知も４月は増量して潤
沢な入荷となる予想で、両産地ともに下旬
に向けてピークを迎える。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

７０６
７４４
６２０
５９３
６２５

６５４

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に愛知、三重、岐阜から入荷
する。全体的に上旬は少なく、中旬以降に
増量する見通し。ピークは５月の連休から
となるか。愛知は３月に比べると増量する
が、やや少なめの入荷となる見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上
回る見込み。

ト

マ

ト

４３０
３９０
３１３
３００
３１０

３４６

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。熊本は生
育良好。気温上昇と日照増に伴い増量し、
多かった前年並の入荷を見込む。愛知も病
害虫被害が少なく、順調な入荷を見込む。
両産地ともに潤沢な入荷となるか。
　入荷量はわずかに下回り、価格は前年を
やや上回る見込み。

な

す
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３３５

３６０
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ２，９２９ 414 582 462 高知 55%
２８年 ３，７３０ 426 409 421 福岡 16%
２９年 ３，３３６ 434 445 436 熊本 10%
３０年 ３，６２３ 356 368 388 群馬 6%
３１年 ３，６４９ 408 413 379 佐賀 4%

５ ヵ 年 平 均 ３，４５３ 407 438 415

２ 年 見 通 し ３，５００ 400 400 400

２７年 ６，８８４ 463 447 450 熊本 32%
２８年 ７，８４５ 446 421 364 栃木 25%
２９年 ８，１６９ 373 344 295 愛知 11%
３０年 ７，４６４ 338 331 329 千葉 5%
３１年 ７，２８８ 404 376 308 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ７，５３０ 404 382 347

２ 年 見 通 し ７，５００ 400 360 320

２７年 １，７９１ 683 696 696 熊本 47%
２８年 ２，１０１ 716 741 612 愛知 20%
２９年 ２，０７５ 616 576 511 宮崎 9%
３０年 ２，１２２ 546 541 545 千葉 7%
３１年 ２，２７９ 660 597 522 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ２，０７４ 643 628 573

２ 年 見 通 し ２，１００ 630 610 590

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

６１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

６９１
６７６
５６５
５４４
５９１

６１１

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

　熊本、栃木、愛知、千葉からの入荷が中
心となる。熊本は最盛期に入り、愛知や千
葉も植え替えの作型で増加が見込まれる。
入荷潤沢も気温が近年のように高く推移す
れば果実への障害に留意必要か。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。

ト

マ

ト

４５４
４０３
３３６
３３３
３６０

３７６

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を中心に福岡などの西南暖地、群馬
から入荷する。高知では２月以降の天候が
安定しており、入荷量は５月の最盛期の走
りに向け増加傾向。各産地では気温上昇に
伴う病害虫の懸念がある。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

な

す

４８０
４１８
４３８
３７０
４００

４１９

　熊本、愛知、宮崎からの入荷が中心とな
る。大玉トマト同様に入荷ピークに向けて
数量は増加傾向となると見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ５９８ 544 537 598 鹿児島 48%
２８年 ６７９ 424 412 431 宮崎 28%
２９年 ６６７ 367 382 413 高知 13%
３０年 ６９５ 351 302 333 茨城 11%
３１年 ６９３ 511 431 364 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６６６ 437 409 423

２ 年 見 通 し ７００ 450 430 350

２７年 ２，６９３ 207 260 274 鹿児島 79%
２８年 ２，６４２ 274 287 256 北海道 14%
２９年 ３，３５７ 233 225 217 長崎 6%
３０年 ２，７２４ 122 126 152 0 0%
３１年 ３，１４９ 133 147 146 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，９１３ 193 207 207

２ 年 見 通 し ２，８００ 140 140 140

２７年 ５，２３９ 98 107 92 北海道 67%
２８年 ６，３５３ 82 81 73 愛知 28%
２９年 ６，１６４ 118 113 87 宮崎 1%
３０年 ６，０８５ 103 96 82 静岡 1%
３１年 ６，３８７ 116 102 104 兵庫 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，０４６ 104 99 88

２ 年 見 通 し ６，３００ 70 70 70

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知中心の入荷となる。北海道
の計画出荷分は平年並の数量だが、残量は
まだ十分にある。愛知は生育良好で玉伸び
も良く、２Ｌ、Ｌ階級を中心に潤沢な入荷
となる見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１０１
７５

１０２
９１

１０６

９５

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島を中心に入荷する。鹿児島は順調
で、概ね平年並の入荷となるか。北海道の
残量はほぼ終了。長崎は平年よりやや早め
の開始となり、４月は同じく前進した前年
並の入荷量を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

２４６
２６８
２２３
１３２
１４３

２０１

 前年及び本年の

４１１  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知の西南暖地と茨城が
中心となる。３月に入って入荷量が増え、
これまでの高値傾向から価格は下落した。
４月も気温の上昇とともに増量する見込み
で、多かった前年並の数量となるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 １，９８５ 565 577 635 茨城 49%
２８年 ２，３３０ 470 445 454 宮崎 27%
２９年 ２，２３５ 416 421 446 高知 15%
３０年 ２，３６８ 414 373 374 鹿児島 9%
３１年 ２，４２６ 562 480 425

５ ヵ 年 平 均 ２，２６９ 484 456 461

２ 年 見 通 し ２，４００ 550 450 350

２７年 ８，０３７ 177 206 218 鹿児島 64%
２８年 ７，８７６ 243 246 227 北海道 26%
２９年 ８，７５１ 229 229 209 長崎 9%
３０年 ８，３３３ 110 112 125
３１年 ８，８８４ 126 133 140

５ ヵ 年 平 均 ８，３７６ 176 184 183

２ 年 見 通 し ８，１００ 140 130 120

２７年 １４，３４８ 104 113 120 佐賀 46%
２８年 １４，４２３ 85 90 86 北海道 45%
２９年 １２，１５１ 136 134 124 中国 3%
３０年 １１，９０５ 110 99 99 熊本 2%
３１年 １３，１８９ 124 126 114 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，２０３ 111 112 108

２ 年 見 通 し １３，５００ 85 80 60

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば

れ

い

し

ょ

２０１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

１１３
８７

１３１
１０２
１２２

１１０  前年及び本年の

２３８
２２３
１１５
１３２

１８１

　鹿児島からの入荷が本格化し、北海道の
貯蔵ものは終盤となる。北海道の残量は少
なかった前年並となるが、後続の鹿児島は
生育順調で天候にもよるが不足感なく入荷
が進むと見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に、西南暖地から入荷する。
茨城は着果にバラツキがあるものの、生育
は平年並。高知は２月より天候が安定して
生育順調で、減り込んでいた出荷量も回復
している。概ね潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は潤沢だった前年並となり、価格
は前年をかなり下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

５９３
４５５
４２７
３８７
４８５

４６６

　北海道の貯蔵ものが終盤になり、佐賀の
新たまねぎの入荷が本格化する。北海道は
貯蔵量の少なかった前年を上回り平年並の
入荷量を見込む。佐賀は暖冬から前進化と
肥大が進んでいる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高騰した前年を大幅に下回る見込み。
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３月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ７，４２７ 382 381 421 青森 21%
２８年 ６，７９２ 454 425 426 熊本 19%
２９年 ６，５０７ 413 403 412 フィリピン 16%
３０年 ６，０８３ 443 431 430 愛知 10%
３１年 ６，９９７ 419 432 432 三重 8%

５ ヵ 年 平 均 ６，７６１ － － －

２ 年 見 通 し ５，９００ － － －

２７年 ８３３ 891 1,000 1,053 愛知 57%
２８年 ９５６ 900 865 964 熊本 26%
２９年 ８２４ 1,115 1,039 1,011 鹿児島 5%
３０年 ７６１ 1,148 1,079 1,090 佐賀 3%
３１年 ９２４ 1,065 1,054 1,053 宮崎 3%

５ ヵ 年 平 均 ８６０ 1,019 1,003 1,032

２ 年 見 通 し ８３０ 1,050 1,050 1,050

２７年 ３１９ 233 428 428 熊本 61%
２８年 ２６２ 327 326 432 メキシコ 21%
２９年 ３２７ 193 339 441 鹿児島 9%
３０年 ２０７ 377 463 496 その他中南米 4%
３１年 ２３６ 526 482 493 宮崎 3%

５ ヵ 年 平 均 ２７０ 315 401 454

２ 年 見 通 し １９０ 550 500 480

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３９５
４３５
４１４
４４０
４３６

４２３  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、かんきつ類、りんごなどが主な
品目となる。３月に続きコロナウィルスに
よる業務需要減が予想されるが、元々収量
の少ないりんご、前進出荷のかんきつなど
入荷減を見込む品目が多く、価格は上がる
か。入荷量は前年をかなり下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。

い

ち

ご

９６５
９１０

１，０５４
１，１０２
１，０４５

１，０１１  前年及び本年の

１，０５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に熊本などからも入荷する。
３月前半は入荷増に加え、コロナウィルス
による業務需要の減少もあり、価格が下落
した。４月は４番果の花数が少なく、花も
弱いため、入荷量は少ないとみられる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

３５０
３９６
３２１
４５９
４９３

３９４  前年及び本年の

４９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、メキシコを中心に入荷する。メキ
シコは一時期より大幅に減少しているが、
本年は前年をさらに下回る入荷の見通し。
熊本は早期出荷が見込まれ、同様の動きで
入荷増となった前年に近い数量となるか。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年並となる見込み。
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ２７，８０４ 434 415 433 青森 21%
２８年 ２６，５４３ 472 474 487 熊本 16%
２９年 ２７，１２７ 490 448 422 愛媛 11%
３０年 ２３，９６３ 518 480 469 栃木 8%
３１年 ２６，８６３ 490 474 477 フィリピン 8%

５ヵ年平均 ２６，４６０ － － －

２年見通し ２７，０００ － － －

２７年 ４，０９２ 929 946 1,008 栃木 44%
２８年 ４，９３０ 923 979 948 福岡 19%
２９年 ４，６５４ 1,192 1,049 962 茨城 9%
３０年 ４，２９１ 1,152 1,050 1,046 静岡 7%
３１年 ４，９１２ 1,103 1,101 1,079 佐賀 7%

５ヵ年平均 ４，５７６ 1,060 1,027 1,008

２年見通し ４，８００ 1,110 1,090 1,070

２７年 ６２３ 606 605 636 茨城 39%
２８年 ７６６ 605 542 635 熊本 33%
２９年 ７９７ 518 539 530 メキシコ 18%
３０年 ６０８ 632 561 512 ホンジュラス 4%
３１年 ７３５ 629 568 498 その他外国 2%

５ヵ年平均 ７０６ 595 561 562

２年見通し ７４０ 540 510 510

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４２７
４７７
４５４
４９０
４８０

４６５  前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、りんご、かんきつ類を中心に、
すいかやメロン、ハウスみかんなどの施設
果樹が入荷する。今後出てくる品目は暖冬
の影響もあり順調な予想だが、新型コロナ
ウイルスの影響で荷動きは悪いか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに下回る見込み。

い

ち

ご

９５６
９４９

１，０８２
１，０９５
１，０９６

１，０３６  前年及び本年の

１，０９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、佐賀などの各地から
入荷する。４月上旬は前月末からの入荷の
波が続く見込みだが、中下旬は気温が上が
るため小玉で着色が進むほか、果実の傷み
も懸念され、入荷量は減少傾向になるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

６２２
５８３
５３５
５４２
５３７

５６２  前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本からアンデス、クインシー、茨城か
らオトメメロンが入荷する。各産地ともに
天候に恵まれ、生育は若干前進している。
肥大状況も平年並で、４月下旬から入荷の
ピークを迎えるか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　　４　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　３月２７日現在）

２７年 １，５１０ ５１
実 ２８年 １，６７７ ５５

２９年 １，６２８ ３４
績 ３０年 １，７８１ ３５

３１年 １，６７２ ３８

１，６５４ ４２

１，６００ ３５

概

要

２７年 １，１６０ ３１
実 ２８年 １，２２７ ３４

２９年 １，１０４ １９
績 ３０年 １，１５３ ２６

３１年 ９８０ ３３

１，１２５ ２９

１，０００ ３０

概

要

２７年 １，２０５ ４９
実 ２８年 １，２３７ ５０

２９年 １，１７２ ３４
績 ３０年 １，５４７ ２７

３１年 １，２４６ ４３

１，２８１ ４０

１，２００ ４０

概

要

２７年 ２３５ ７４
実 ２８年 ２３０ ７５

２９年 １９６ ６０
績 ３０年 ２３８ ５２

３１年 １８２ ７８

２１６ ６８

２００ ６５

概

要

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、沖縄中心の入荷となる。年末の返しが４月10日頃から始まる予定。一般小売、業
務ともに停滞しており、動きは重い。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２年見通し

５ヶ年平均

２年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　愛知、長野、和歌山中心に、輸入品はコロンビア、中国産が入荷する。ほぼ前年に似て
いるが、やや前進気味でダラダラとした出荷が予想される。新型コロナウイルスの影響が
物流に表れており、輸入は入荷不安定。

５ヶ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄を中心に入荷する。年末の返しも４月頭には始まる見通し。生育もよく、上位等級
中心の出荷を見込む。相場の展開次第では下位等級は出荷調整もしていくと思われる。

５ヶ年平均

２年見通し

２年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷する。数量は減少することなく入荷する。上旬はイベント
需要が多少あるが、中下旬は大きな需要がないため、相場は落ち着く見込み。

単位：千本、円／本
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２７年 ３２４ １７２
実 ２８年 ２８９ １９１

２９年 ２６２ １６３
績 ３０年 ３０１ １５３

３１年 ２６３ １８４

２８８ １７２

２７０ １７０

概

要

２７年 ４１１ ８５
実 ２８年 ４２０ ８２

２９年 ３７７ ７２
績 ３０年 ３５６ ７８

３１年 ４１０ ７３

３９５ ７８

３８０ ７０

概

要

２７年 ７５２ ８７
実 ２８年 ８６４ ６６

２９年 ７５０ ６３
績 ３０年 ８４９ ４８

３１年 ７２７ ６５

７８８ ６５

７５０ ６０

概

要

２７年 １，５５８ ４８
実 ２８年 １，５４０ ４９

２９年 １，４０５ ４７
績 ３０年 １，５１２ ４８

３１年 １，３４８ ５６

１，４７３ ４９

１，３５０ ５０

概

要

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

２年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉から入荷する。年末の返し分が４月中旬に出荷される
ため、数量が多く、販売は苦しくなる見通し。鉄砲は生産が減っているため、相場の大き
な崩れはない見込み。

ば

ら

５ヶ年平均

２年見通し

　愛知、岐阜、三重を中心に入荷する。長野産の出荷も始まり、国内産の入荷量が増えて
くるが、輸入がなくなる分、全体量は落ち着く見込み。新型コロナウイルスの影響でブラ
イダルがなくなっているため、販売は厳しい展開が予想される。

ゆ

り

５ヶ年平均

２年見通し

　長野、静岡、岐阜を中心に入荷する。全般に半月ほどの前進が見受けられ、初夏でドウ
ダンの販売を中心に菖蒲、スノーボール、芍薬、アリアムなどの入荷が増えてくる。新型
コロナウイルスによる自粛で、入学・入社等の行事も縮小傾向のため、イベント需要は減
少し、弱含みの展開の見通し。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２年見通し

　愛知、徳島、静岡、鹿児島などの国産に加え、輸入品が入荷する。シンビジウムは国内
産が終了し、輸入品に切り替わっていく。新型コロナウイルスの影響により輸入全般で入
荷見通しが立てづらい。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　３月１６日現在）

２７年 ３７，９４４ ４５５

実 ２８年 ３４，４３７ ４８８

２９年 １１，９５９ ５３６

績 ３０年 ３３，３６５ ４３８

３１年 ３０，０１４ ４５９

２９，５４４ ４６６

３０，０００ ４５７

概

要

２７年 ５０，２９８ ３，０５８

実 ２８年 ４３，０１６ ２，８９７

２９年 ２７，７９９ ３，３６５

績 ３０年 ４８，４２７ ２，５６４

３１年 ４３，０１４ ３，０３１

４２，５１１ ２，９４７

４２，０００ ２，９７６

概

要

２７年 ７９，４４０ ３０４

実 ２８年 ８９，６１１ ２４９

２９年 ６１，７４０ １８２

績 ３０年 ７５，４１３ １９０

３１年 ６４，６９９ ２１７

７４，１８１ ２３２

６５，０００ ２１５

概

要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年よりわずかに減少するか。大輪の相場は前年安定したが、ミディータイプ
は厳しかったため作付けが減っている状況。今年は選挙需要がなく、前年より相場は鈍い
予想だが、上旬はミディーが動くので狙って出荷していただきたい。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（48.1％）、２位静岡
（10.4％）、３位熊本（8.9％）となっている。

５ヶ年平均

２年見通し

バ

ラ

及
び

ミ

ニ

バ

ラ

　入荷量は前年並か。今後の天候によるが、ゴールデンウィークに向けて多少前倒し出荷
も予想される。３～４号の入荷が中心になるが、中旬以降は５号以上も増える見込み。価
格は安値から中値と思われる。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（50.9％）、２位岐阜
（36.8％）、３位愛媛（6.0％）となっている。

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

品
目

カ

ラ

ー

　早出し出荷から母の日にかけて作付減となるが、入荷量は前年並か。母の日需要が高ま
る４月最終週より入荷量が急増する。とはいえ注文中心の入荷となるため、競売品は品薄
になる見込み。価格面では、入荷量の減少に伴い安定すると予想される。大輪のピンク、
黄色の引き合いが変わらず強い。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（56.4％）、２位長野
（27.4％）、３位新潟（5.1％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２年見通し

５ヶ年平均

２年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２７年 ２０４，８７９ ７４４

実 ２８年 ２１７，０５１ ７６４

２９年 １２１，７８４ ６９６

績 ３０年 １９１，１２８ ７７１

３１年 １６１，３３４ ８２３

１７９，２３５ ７６２

１６１，０００ ８２４

概

要

２７年 ２８，３７０ ２９１

実 ２８年 ２４，４３９ ３５７

２９年 １７，４０２ ４３２

績 ３０年 ２４，６０２ ３５６

３１年 １９，９７２ ３７０

２２，９５７ ３５４

１９，０００ ３５０

概

要

２７年 １６６，１０１ ３７０

実 ２８年 ２０２，４３９ ３９２

２９年 ４０，８３４ ２７６

績 ３０年 １１７，７２３ ３４４

３１年 ８９，２４９ ３５２

１２３，２６９ ３６３

８８，０００ ３５７

概

要

２年見通し

　入荷量は前年並か。天候不順がなければ、順調な入荷が見込める予想。近年４号サイズ
が増産傾向にあり、４号以下は前年以上に増える見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（57.6％）、２位群馬
（13.8％）、３位埼玉（6.4％）となっている。

卸売価格

２年見通し

　入荷量は前年並か。暖冬の影響で前年より出荷時期は早まる見込み。生育順調のため、
出荷総数は全く変わらないと思われる。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（33.0％）、２位群馬
（14.0％）、３位埼玉（10.3％）となっている。

カ

ー

ネ

ー

シ

ョ

ン

５ヶ年平均

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２年見通し

　入荷量は前年よりやや減少するか。前年同様に３号と４号メインとなり、大きいサイズ
が減少しているため、平均単価も下がる見込み。コロナウィルスの影響が収束していれば
前々年並の単価で推移する予想。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（53.4％）、２位静岡
（21.7％）、３位愛知（15.9％）となっている。

ハ

イ

ド

ラ

ン

ジ

ア

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №562 

令和２年４月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


